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2021年12月15日 今年のマーケットを振り返る3 日本株式市場
2021年12月10日 今年のマーケットを振り返る1 リート市場

2021年12月29日

今年のマーケットを振り返る6資産クラス

商品がトップも円ベースでほぼ全資産が値上がり

株、リートも先進国中心に好調

2021年のアセットクラスは商品がトップパフォーマー

（注）データは2021年1月1日から2021年12月28日。2020年末を100として指数化。すべて円ベーストータルリターン。
国内株はTOPIX、国内債券は野村BPI総合、Jリートは東証リート指数、
先進国株はMSCIコクサイ、先進国外債はFTSE世界国債指数除く日本、グローバルリートはS&Pグローバルリート指数除く日本、
新興国株はMSCI新興国、新興国債券はJPモルガンEMBIグローバルダイバーシファイド、商品はブルームバーグ商品指数。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

 2021年の世界の資産市場では、円ベースで商品が資産クラス別騰落率のトップとなりました。経済再開の本

格化に伴う世界的な資源高を受け、エネルギーを中心に上昇しました。

【主要資産の指数の推移】

 先進国の株式やリートも米国を中心に良好なパフォーマンスとなりました。株式は、米国など主要国の企業業

績が期を通じて上振れるなど、堅調な業績が相場上昇のけん引役となりました。債券はインフレ率の上昇を受

け、総じて冴えませんでした。

 円ベースではほぼすべての資産が年間を通じてプラス圏を維持しており、総じて良好な投資環境となりました。
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